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■--ビジネスお役立ち情報---■□■□■

────────────────────────────────────

１ 植物防疫所「病害虫情報」増刊１号が発行されました

────────────────────────────────────

中国で火傷病が発生していることが確認されたため、本年８月３０日付で、中国からの火傷

病菌の宿主植物が輸入停止になりました。

リンゴやナシ等の栽培に大きな影響を与える火傷病。今回はその原因となる火傷病菌につい

て解説するため増刊号が発行されました。

●詳細は以下のページを御参照ください

（リンク先：植物防疫所ホームページ）

https://www.maff.go.jp/pps/j/guidance/pestinfo/index.html

────────────────────────────────────

２ 病害虫や雑草の防除には、登録のある農薬を使用しましょう

────────────────────────────────────

農作物等に使用される資材（肥料、植物活力液など）について、農薬の登録がないのに、

・使ってみたら農薬の効能効果が見られた。

（例：使った翌日に病害虫が死んでいた）

・農薬の効能効果を謳っていた。

（例：ラベルやチラシに病害虫への効果が記載されていた、資材のセールスで病害虫に効く

と言っていた）
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場合は、すぐに使用をやめて、農政局や県に連絡しましょう。

農薬取締法（昭和２３年法律第８２号）において、「農薬」とは、農作物等を害する病害虫

の防除に用いられる殺菌剤、殺虫剤、除草剤その他の薬剤等とされており、病害虫防除のた

めに登録を受けた農薬や特定農薬以外のものを使用することは禁止されています。

●詳細は以下のページを御参照ください

（リンク先：農林水産省ホームページ）

・農薬疑義資材コーナー

https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_sizai/index.html

・リーフレットA

https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_sizai/attach/pdf/index-14.pdf

・リーフレットB

https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_sizai/attach/pdf/index-15.pdf

■--お知らせ---■□■□■

────────────────────────────────────

・Ｗｅｂマガジン「ａｆｆ」１１月号について

────────────────────────────────────

「ａｆｆ（あふ）」は、消費者の皆さん、農林水産業関係者、そして農林水産省を結ぶＷｅ

ｂマガジンです。

農林水産省が編集・発行し、株式会社角川アスキー総合研究所が編集協力しています。

＜１１月号ＰＤＦ版のＵＲＬ＞

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/2311/pdf/aff2311-all.pdf

（１）特集「日本の農畜産物を守るために 動物検疫・植物防疫」

海外の家畜の伝染病や植物病害虫などの国内侵入を防ぐために行う検疫。

この業務を担うのが農林水産省の動物検疫所と植物防疫所です。

日本の畜産業や農業、自然を守るため、私たちが海外旅行に出かける前に、知っておかなけ

ればならないことがあります。

＜内容＞

・動植物の検疫はなぜ必要なの？

・旅先のお土産も注意！肉や果物などの持ち込み 空港の手順

・国を守るために奮闘する家畜防疫官・植物防疫官【現場の話を聞く】

・空港で嗅ぎ分ける検疫探知犬の活躍

（２）連載「未来へつなぐ和食」第３回

＜家庭料理は愛する人に健康になってもらうためのもの＞

一線で活躍する和食の達人から将来を担う子どもたちへ想いをつなぐ連載企画「未来へつな

ぐ和食」。

今回は和食の人気料理人、野﨑洋光さんが素材そのものの味を生かす調理法を教えてくれま

す。

聞き手は和食が好きで自分でも料理をするという知久杏朱さんです。

■--お出かけ情報---■□■□■
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────────────────────────────────────

・茶の都ミュージアム企画展「蒸し製煎茶 喫茶の変遷」について

────────────────────────────────────

現在、日本で最も普及している「蒸し製煎茶」は、江戸中期に発明されました。

現代では、ティーバッグやティーマシーン、手軽においしくお茶が飲めるように工夫された

茶器など、煎茶を味わう多様な方法が開発されています。

本展では、図書資料、絵画資料、茶道具等が展示され、さまざまな時代で人々を魅了してき

た蒸し製煎茶がどのように飲まれてきたかが紹介されます。

●開催期間

令和６年１月３日（水）～５月２７日（月）

●場所

博物館２階企画展示室

●料金

常設展入館者は無料（別途、博物館観覧券が必要です）

●詳細は以下のページを御参照ください

（リンク先：ふじのくに茶の都ミュージアムホームページ）

https://tea-museum.jp/event/20240103.html

■--西部農林活動リポート---■□■□■

────────────────────────────────────

西部農林活動リポート（１１・１２月）について

────────────────────────────────────

県西部農林事務所ではさまざまな業務・活動を行っています。

その一部を御紹介します。

・都田地区でNEXCO中日本の社員がみかん収穫をお手伝いしました

・大栗安の棚田でウォーキングイベントが開催されました

・浜松市浜北区麁玉地区でレンゲの種まきが実施されました

・浜松市東南部地区の農地配分会議が開催されました

●詳細

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/norinjimusho/seibunorin/1034299.html

●お問合せ

県西部農林事務所 企画経営課

ＴＥＬ：０５３－４５８－７２０８

≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡

※今後、配信を希望しない場合は、下記Ｅ-mailアドレスへお知らせください。

※メールアドレスの変更等の場合も、下記へお知らせください。

※配信を希望する方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。

※当メールマガジンは、等幅フォントでご覧ください。

◆このメールマガジンへのお問い合わせは、

  西部農林事務所（企画経営課）まで。
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  電 話 ：０５３－４５８－７２０８

  ＦＡＸ ：０５３－４５８－７１６８

  Ｅ－mail：seinou_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

  URL:https://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-770/index.html

≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡
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